
 

 

 

 

 日ごろから労働基準行政における労働災害防止対策の推進について、御協力を賜り厚く

御礼申しあげます。 

 さて、神奈川労働局管内においては第１２次労働災害防止推進計画（平成２５年度～２

９年度）に基づき、神奈川県内の労働災害（死亡・休業４日以上）を平成２９年までに１

５％減少（平成２４年比）させることを目標とし、各種施策を展開しており、川崎北労働

基準監督署管内においても労働災害撲滅のため、事業場の皆様に各種施策の推進に御協力

いただいているところであります。 

 川崎北署管内で発生した過去５年間の労働災害件数をみると、休業４日以上の労働災害

は平成２２年と比べると全業種で１３％の増加、建設業では２９％の増加という状況であ

り、特に建設業では休業４日以上の死傷災害の増加とあわせて、死亡災害も急増しており、

非常に憂慮すべき事態にあります。 

 
○川崎北労働基準監督署における労働災害発生状況（平成２２年～平成２６年） 

 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 

 建設業 ７１ ８８ ７７ ９４（１） １０１（４） 

全産業 ４１１ ４５９（４） ４８４（２） ４７９（２） ４７７（８） 

（ ）内数値は死亡災害件数 

 

 建設業で発生した労働災害を事故の型別に見ると、「墜落・転落」災害が全体の３割を超

えており、他の事故の型と比べおおよそ３倍以上も発生率が高い状況にあります。また、建

設業で発生した死亡災害の８割は「墜落・転落」によるものです。 
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建設業における事故の型別災害発生状況 
（平成22年～平成26年分集計 川崎北署管内分） 

足場設備の墜落防止対策等は万全ですか？ 

川崎北労働基準監督署 
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建設業の現場では 

『墜落しない・させない」設備の重要性が高まっています！ 



 

機械等設置届の作成時における事前確認（社内審査）を徹底しましょう！ 
 建設現場での墜落災害を防止するうえで、高所作業時に安全な足場を組み立てる等の方法

により作業床を確保することが非常に重要です。特に労働安全衛生法では足場の規格や構造

について必要最低限守るべき事項を定めているところですが、近年の墜落災害の発生状況か

ら法改正が行われております。また、法令を遵守するだけでは安全を担保することが難しい

ことから、規則を遵守しつつ、より安全な対策を講じていただく必要性が高まっている状況

にもあります。 

そこで、今一度、設置届の作成時や足場の組み立て作業前などに社内審査を徹底し、法令

遵守はもちろん、各現場に適した安全対策が講じられているかチェックをお願いいたします。 

 

○平成２１年６月１日施行の労働安全衛生規則改正および 

通達による「より安全な措置」 

 
 

☝計画届の作成時に留意願いたいこと。 
・川崎北労働基準監督署では、過去の災害発生事例や実際の現場における足場の設置状況などを鑑み、

足場、架設通路に関する設置届等の窓口審査時に、下記の事項について確認を行っています。 

（１）足場の計画を行う際、「躯体と足場の間隔」は、「躯体と建地の距離」ではなく「躯体

と作業床の端までの距離」とし、実際の足場上において労働者が墜落するおそれがない

よう間隔に留意してください。 

（２）標準断面図において躯体と足場の間隔を狭めた計画であっても、実際の躯体の形状（ベ

ランダ、庇、パラペット他）により、作業する労働者が躯体側に墜落のおそれがある

箇所には、下さんや中さん、墜落防止用の層間ネットなどの設置が必要です。 

（３）足場の上下連続した層で同時作業がある場合は、各階スラブ面の躯体間養生を設ける

だけでなく、その中間層に物体の落下防止のための措置（足場板、層間ネット、幅木な

ど）が必要です。 

そこで☝ 今一度足場について見直してみましょう！ 



○平成２７年７月１日施行の労働安全衛生規則の改正 

～足場からの墜落防止対策の強化関係～ 

 

 



 
 

最新の情報は、厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）をご参照ください。 

 

●厚生労働省ホームページ内（下記参照）足場等に関連する情報一覧 

○足場からの墜落防止対策を強化します。～平成２７年７月１日から施行～（H27.3） 

（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000081917.html） 

 

○足場の設置が困難な屋根上作業での墜落防止対策のポイント（H26.7） 

（http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/140805-1.pdf） 

 

○足場からの総合的な墜落・転落災害防止対策について（H24.3） 

（http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/120309-1.html） 

 

○改正労働安全衛生規則等に基づく足場からの墜落防止措置の効果の分析について（H22.7） 

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei37/analysis.html） 

 

○建設業における足場からの墜落防止措置の実施状況に係る調査結果について（H22.4） 

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei37/index.html） 

 

○労働安全衛生規則（足場等関係）が改正されました（H21.6） 

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei26/index.html） 

 

○単管足場に「ボンジョイント」を使用しないでください！！ 

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei18/index.html） 

 

 
                                

  

   
※ご不明な点は川崎北労働基準監督署 安全衛生課（電話０４４（８２０）３１８１）までお問い合わせください。 

（Ｈ２７．５） 
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